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RHEL ホストの修復

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）を使用して SAN 環境の Data ONTAP 7-Mode から
clustered Data ONTAP に移行する場合は、 移行の複雑さを回避するには、移行の前後
に、使用している LUN タイプに基づいて Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）ホストで
一連の手順を実行する必要があります。

7MTT の移行でサポートされているのは RHEL 5 と RHEL 6 のみです。

• 関連情報 *

ファイルシステムのない RHEL DMMP デバイスの移行

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを含む LUN の移行

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN の移行

LVM デバイス上の Linux ホストファイルシステムの移行

SAN ブート LUN を移行します

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

Inventory Assessment Workbook には、移行のさまざまなフェーズで必要となる情報が
含まれています。移行を開始する前にこの情報を収集して記録し、プロセスをとおして
必要に応じて参照できるようにしておく必要があります。

手順

1. Inventory Collect Tool （ ICT ）を使用して、 _ Inventory Assessment Workbook を生成します。

2. Inventory Assessment Workbook を開きます。

3. 「 * LUN * 」タブに移動します。

4. LUN 名 * 列で、移行する LUN の名前を特定して記録します。

5. [* SAN Host LUNs] タブに移動します。

6. [* SCSI Device ID*] 列で、 SCSI デバイス名を識別して記録します。

7. OS Device ID * 列で、移行する LUN の DMMP デバイス名を特定して記録します。

8. 「 * filesystems * 」列で、 DMMP デバイスに設定されているファイルシステムを特定して記録します。

9. 「 * UUID * 」列で、 LUN の UUID 番号を特定し、記録します。

10. 「 * Mount * 」列で、 DMMP デバイスがマウントされているディレクトリを特定して記録します。

11. LVM の * タブに移動します。

12. Physical Volume Name * 列に、論理ボリュームによって使用されている DMMP デバイスを特定して記録
します。

13. SAN ホストの LVM のタブに移動します。
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14. ボリュームグループ名 * 列で、ボリュームグループを特定して記録します。

15. 論理ボリュームパス * 列で、論理ボリュームを特定して記録します。

16. 「 * SAN ホスト・ファイル・システム * 」タブに移動します。

17. ファイルシステム * 列で、論理ボリュームに設定されているファイルシステムを特定し、記録します。

18. [ * マウント * ] 列で、論理ボリュームがマウントされているディレクトリを特定して記録します。

19. [GRUB Configuration*] タブに移動します。

20. [initrd] 列で、修正する initrd イメージを特定して記録します。

21. [* SAN Host HBAs * （ SAN ホスト HBA * ） ] タブに移動します。

また、「 * iSCSI SAN インターフェイス * 」タブでは、 7-Mode コントローラで設定されている iSCSI

IQN 番号と IP アドレスを確認できます。

22. 「 * ターゲット IP （ iSCSI ） * 」列に、 7-Mode コントローラの iSCSI セッションを特定して記録しま
す。

◦ 関連情報 *

Inventory Collect Tool の概要

Inventory Collect Tool の概要

Inventory Collect Tool （ ICT ）は、 7-Mode ストレージコントローラ、コントローラに
接続されたホスト、およびホストで実行されているアプリケーションに関する設定およ
びインベントリ情報を収集して、システムの移行準備状況を評価するためのスタンドア
ロンユーティリティです。ICT を使用して、移行に必要な LUN および設定に関する情報
を生成できます。

ICT を使用すると、 _ Inventory Assessment Workbook とストレージシステムとホストシステムの設定の詳細
が格納されたインベントリレポート XML ファイルが生成されます。

ICT は、 ESXi 5.x 、 ESXi 6.x 、および Windows ホストで使用できます。

ファイルシステムのない RHEL DMMP デバイスの移行

ファイルシステムのない Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） DMMP デバイスを移行す
る前に、 DMMP デバイスにファイルシステムがないことを確認する必要があります。ま
た、カットオーバーフェーズに備えて特定の手順を実行し、移行後に WWID を置き換え
る必要があります。

• 関連情報 *

を使用した RHEL LUN の移行準備状況の確認 Inventory Assessment Workbook の作成

を使用した RHEL 5 LUN の移行準備状況の確認 CLI を使用します

RHEL 6 DMMP デバイスの移行準備状況の確認 CLI を使用
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Linux ホストの DMMP デバイス移行時のカットオーバーの準備 ファイルシステムを使用しない場合

移行後の Linux ホストにおける 7-Mode LUN WWID の置き換え LUN

を使用した RHEL LUN の移行準備状況の確認 Inventory Assessment Workbook の作
成

Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5 または RHEL 6 LUN に Device Mapper Multipath

（ DMMP ）が設定されている場合、 Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP

に LUN を移行する前に、ファイルシステムが設定されていないことを確認する必要があ
ります。

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

手順

1. _ Inventory Assessment Workbook から移行前の情報を収集します。

2. DMMP デバイスエントリが * SAN ホストファイルシステム * タブにあるかどうかを確認します。

DMMP デバイスエントリが表示されない場合、ファイルシステムが設定されていないため、 LUN を移行
できます。

を使用した RHEL 5 LUN の移行準備状況の確認 CLI を使用します

Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5 LUN に Device Mapper Multipath （ DMMP ）が
設定されている場合、 Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に LUN を移行
する前に、ファイルシステムが設定されていないことを確認する必要があります。

手順

1. 移行する LUN の SCSI デバイス名を確認します。

「 * sanlun lunshow * 」のように表示されます

2. LUN の DMMP デバイス名を特定します。

multipath -11`

DMMP デバイス名は、デバイスハンドル ID （ WWID ：「 360a980003753456258244538554b4b53` 」
など）または「 'mmp_raw_lun' 」などのエイリアスです。

3. LUN にファイルシステムがないことを確認します。

`* dumppe2fs /dev/mapper/ DMMP デバイス名  *

LUN にファイルシステムがない場合、有効なファイルシステムスーパーブロックが出力に表示されます。

RHEL 6 DMMP デバイスの移行準備状況の確認 CLI を使用

Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 6 DMMP デバイスを移行する前に、デバイスが
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Logical Volume Manager （ LVM ；論理ボリュームマネージャ）の一部ではなく、フ
ァイルシステムがないことを確認する必要があります。

手順

1. _ Inventory Assessment Workbook から移行前の情報を収集します。

2. DMMP デバイスが /dev/mapper' ディレクトリに存在することを確認します

ls /dev/mapper/DMMP _DEVICE_NAME

DMMP デバイスが表示されない場合、デバイスにエイリアスまたはフレンドリ名が使用されている可能性
があります。

3. DMMP デバイスが LVM の一部であるかどうか、および DMMP デバイスにファイルシステムがあるかど
うかを確認します。

bldk`

DMMP デバイスが LVM の一部ではなく、ファイルシステムがない場合は、デバイスエントリは表示され
ません。

前の RHEL ホスト上のファイルシステムのない DMMP デバイスのテスト コピーベース
の移行のカットオーバーフェーズ

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ） 2.2 以降および Data ONTAP 8.3.2 以降を使用して
Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5 ホストを移行する場合は、 カットオーバーフェ
ーズの前に、移行した clustered Data ONTAP LUN をテストして、ホストとアプリケー
ションをオンラインにできるかどうかを確認できます。ソースホストでは、テスト中も
ソースの 7-Mode LUN への I/O を引き続き実行できます。

新しい clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングして、 LUN を移行できる状態にしておく
必要があります。

テスト用ホストとソースホスト間のハードウェアパリティを維持し、テスト用ホストで以下の手順を実行する
必要があります。

clustered Data ONTAP LUN は、テスト時には読み取り / 書き込みモードになります。テストが完了してカッ
トオーバーフェーズの準備を行う段階で、読み取り専用モードに切り替わります。

手順

1. ベースラインデータコピーが完了したら、 7MTT ユーザインターフェイス（ UI ）で「 * Test Mode 」を
選択します。

2. 7MTT UI で、 * 構成の適用 * をクリックします。

3. テスト用ホストで新しい clustered Data ONTAP LUN を再スキャンします。

*rescan -scsi-bus.sh *

4. clustered Data ONTAP LUN の新しい SCSI デバイス名を取得します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます
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次の例では '/dev/sdl' は 'lun_DMMP raw LUN の SCSI デバイス名 '/dev/sdk は 'lun_DMMP raw エイリアス
LUN の SCSI デバイス名です

[root@ibmx3550-229-108 /]# sanlun lun show

controller(7mode/E-Series)/

vserver (cDOT/FlashRay lun-pathname   filename

------------------------------------------------------------------------

vs_brb   /vol/dmmp_raw_vol/lun_dmmp_raw             /dev/sdl

vs_brb   /vol/dmmp_raw_alias_vol/lun_dmmp_raw_alias /dev/sdk

5. clustered Data ONTAP LUN のデバイスハンドル ID （ WWID ）を取得します。

「 * /sbin/scsi_id -g -u -s /block/ scsi_device_name  * 」のように入力します

WWID の例を次に示します。「 3600a09804d532d79565d47617679764d` 」

6. ソース・ホスト上の /etc/multipath.conf ファイルにエイリアスが定義されているかどうかを確認します

7. ソースホストでエイリアスが定義されている場合は、テスト用ホストの「 /etc/multipath.conf 」ファイル
にエイリアスを追加します。ただし、 7-Mode デバイスハンドル ID は clustered Data ONTAP LUN ID に
置き換えてください。

8. DMMP エイリアス設定を更新します。

「 * マルチパス * 」

9. DMMP エイリアス名が clustered Data ONTAP LUN を正しく参照していることを確認します。

*multipath -ll *

10. 必要に応じてテストを実行します。

11. テストが完了したら、テスト用ホストをシャットダウンします。

*shutdown-h-t0 now *`

12. 7MTT UI で、 * テストの終了 * をクリックします。

clustered Data ONTAP LUN をソースホストに再マッピングする場合は、ソースホストをカットオーバーフェ
ーズ用に準備する必要があります。clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングしたままにす
る場合、テスト用ホストでこれ以上の手順を実行する必要はありません。

• 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

を使用した RHEL LUN の移行準備状況の確認 Inventory Assessment Workbook の作成

Linux ホストの DMMP デバイス移行時のカットオーバーの準備 ファイルシステムを使用しない場合
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Linux ホストの DMMP デバイス移行時のカットオーバーの準備 ファイルシステムを使
用しない場合

ファイルシステムのない DMMP デバイスを Linux ホストから移行する場合は、カットオ
ーバーフェーズを開始する前にいくつかの手順を実行する必要があります。

FC 構成の場合は、 clustered Data ONTAP コントローラへのファブリック接続とゾーニングが必要です。

iSCSI 構成の場合は、 iSCSI セッションを検出し、 clustered Data ONTAP コントローラにログインする必要
があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前に以下の手順を実行します。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode のエクスポートおよび停止処理を開始する前に以下の手
順を実行します。

手順

1. マウントポイントへの I/O を停止します。

2. アプリケーションベンダーの推奨事項に従って、 LUN にアクセスしているアプリケーションをシャット
ダウンします。

3. 7-Mode LUN の DMMP デバイスまたはエイリアスをフラッシュします。

'multipath-f_device_name _

必要に応じて、 _Inventory Assessment Workbook の SAN Host LUNs タブにある * OS Device ID * 列から
DMMP デバイス名を取得できます。

移行後の Linux ホストにおける 7-Mode LUN WWID の置き換え LUN

LUN を移行すると 7-Mode LUN WWID が変わります。データの提供を開始するために
は、 7-Mode LUN WWID を対応する ONTAP LUN WWID に置き換える必要がありま
す。

コピーフリーの移行（ CFT ）を実行している場合は、 vol rehost の手順を完了する必要があります。

を参照してください "『 7-Mode Transition Tool Copy-Free Transition Guide 』"を参照してください。

• コピーベースの移行（ CBT ）の場合は、 7MTT でストレージカットオーバー処理を完了したあとに以下
の手順を実行します。

• CFT の場合は、 7MTT でデータと設定のインポート処理が完了したあとに以下の手順を実行します。

手順

1. 7-Mode から ONTAP への LUN マッピングファイルを生成します。

◦ CBT の場合は、 7MTT がインストールされている Linux ホストから次のコマンドを実行します。 +*

transition cbt export lunmap -p project-name -o file_path_*

例：
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*transition cbt export lunmap -p SanWorkLoad-o c:\Libraires/Documents/7-C-lun-mapping.csv *

◦ CFT の場合は、 7MTT がインストールされているシステムから次のコマンドを実行します。 +*

transition cft export lunmap -p project-name _s_s_s_s_SVM_name_o_output-

file*

例：

*transition cft export lunmap -p SanWorkLoad -s svml-0 c:/mLibraries /Documents/7-C-LUN-mapping -

svml.csv *

このコマンドはそれぞれの Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して実行する必要があ
ります。

2. LUN マッピングファイルで、新しい ONTAP LUN デバイスハンドル ID をメモします。

3. 7-Mode LUN 用に作成された SCSI デバイスを削除します。

◦ すべての SCSI デバイスを削除するには、 +*rescan-scsi-bus.sh -r * を実行します

◦ 各 SCSI デバイスを個別に削除するには、 +*echo 1>/sys/block/SCSI_ID/delete * を実行し
ます

このコマンドは、 7-Mode LUN のすべての SCSI デバイスに対して実行する必要があります。LUN の
SCSI デバイス ID を特定するには、 _Inventory Assessment Workbook の SAN Host LUNs タブにある
SCSI Device ID の列を参照してください。

4. 新しい ONTAP LUN を検出します。

*rescan -scsi-bus.sh *

5. 新しい ONTAP LUN の SCSI デバイスを特定します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

6. 新しい ONTAP LUN の WWID を取得します。

/lib/udev/scsi_id -g -u -d /dev/scsi_dev_

7. DMMP エイリアスが定義されている場合は、 /etc/multipath.conf ファイルを更新して、 7-Mode LUN

WWID を対応する ONTAP LUN WWID に置き換え、 DMMP エイリアスが clustered Data ONTAP LUN を
指すようにします。

*cat /etc/multipath.conf *

8. DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」

9. DMMP エイリアスが ONTAP LUN WWID を正しく参照していることを確認します。

multipath -11`

次の出力例では、 DMMP エイリアス「 dbmc_raw_lun 」が「 3600a098051764b2d4f3f453135452d31` を
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ONTAP WWID として参照しています。

root@IBMx3550M3-229-169 ~]# multipath -ll dmmp_raw_lun

dmmp_raw_lun (3600a098051764b2d4f3f453135452d31) dm-8 NETAPP, LUN C-Mode

[size=1.0G] [features=3 queue_if_no_path pg_init_retries 50]

[hwhandler=1 alua] [rw]

\_round-robin 0 [prio=50][enabled]

 \_5:0:0:6 sdx  65:112 [active][ready]

    \_8:0:0:6 sdab 65:176 [active][ready]

\_round-robin 0 [prio=10][enabled]

 \_6:0:0:6 sdy  65:128 [active][ready]

    \_7:0:0:6 sdaa 65:160 [active][ready]

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを含む LUN の
移行

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを含む LUN を移行する前に、 DMMP デ
バイス名を対応するファイルシステム UUID 番号に置き換える必要があります。カット
オーバーフェーズに備えて特定の手順を実行し、移行後にホストで DMMP デバイスを再
マウントする必要があります。Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5 と RHEL 6 につ
いても同じ手順を実行します。

• 関連情報 *

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを含む RHEL LUN を準備しています Inventory Assessment

Workbook を使用した移行

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む RHEL LUN を準備しています CLI を使用した移行の
場合

マウントを含む LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備 Linux ホストで DMMP デバイス名を使用する
ポイントです

移行後の Linux ホストへの DMMP デバイスの再マウント

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを含む RHEL LUN を準備しています
Inventory Assessment Workbook を使用した移行

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを含む LUN を移行する前に、 DMMP デ
バイス名をそれぞれのファイルシステム UUID 番号に置き換える必要があります。これ
は、環境 Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5 および RHEL 6 です。

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

手順

1. _ Inventory Assessment Workbook から移行前の情報を収集します。
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具体的には、次の情報が必要です。

◦ DMMP デバイスに設定されているファイルシステムです

◦ DMMP デバイスがマウントされているディレクトリです

◦ DMMP デバイスのファイルシステム UUID

手順

1. DMMP デバイスのマウントポイントが「 /etc/fstab 」ファイルに定義されていることを確認します。

2. ファイルのバックアップを作成します。

cp /etc/fstab /etc/fstab_pre_transition

3. 「 /etc/fstab 」ファイルを編集して、 DMMP デバイス名をそれぞれのファイルシステム UUID 番号に置き
換えます。

次の例では、 DMMP デバイス /dev/mapper/360a9800037534562572b453855496b41 が UUID a073547e-

00b6-4bf9-8e08-5eef08499a9c に置き換えられています。

[root@IBMx3550M3-229-169 ~]# cat /etc/fstab

/dev/VolGroup00/LogVol00 /  ext3  defaults   1 1

LABEL=/boot /boot  ext3     defaults         1 2

tmpfs  /dev/shm    tmpfs    defaults         0 0

devpts /dev/pts    devpts   gid=5, mode=620  0 0

sysfs  /sys        sysfs           defaults  0 0

proc   /proc       proc           defaults   0 0

/dev/VolGroup00/LogVol01 swap   swap  defaults 0 0

/dev/mapper/test_vg-test_lv /mnt/lvm_ext3 ext3 defaults,_netdev 0 0

UUID=a073547e-00b6-4bf9-8e08-5eef08499a9c /mnt/dmmp_ext3 ext3

defaults,_netdev 0 0

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む RHEL LUN を準備しています
CLI を使用した移行の場合

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを移行する前に、 DMMP デバイス名を
それぞれのファイルシステム UUID 番号に置き換える必要があります。

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

手順

1. 移行する LUN の SCSI デバイス ID を特定して記録します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます
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SCSI デバイス ID は、出力の filename 列に表示されます。

2. 移行する LUN の DMMP デバイス名を特定して記録します。

'multipath -ll SCSI_DEVICE_ID' と入力します

次の例では、 DMMP デバイス名「 360a9800037534562572b453855496b41 」が DMMP デバイス名で
す。

[root@IBMx3550M3-229-169 ~]# multipath -ll /dev/sdc

dmmp_fs_lun (360a9800037534562572b453855496b41) dm-3 NETAPP, LUN

[size=1.0G] [features=3 queue_if_no_path pg_init_retries 50]

[hwhandler=0][rw]

\_ round-robin 0 [prio=2][active]

    \_ 9:0:0:1 sdc 8:32  [active][ready]

    \_ 9:0:0:1 sdg 8:96  [active][ready]

3. DMMP デバイスに設定されているファイルシステムを特定します。

bkid|grep -i _ DMMP _ デバイス _ 名前 _

出力の type 値はファイルシステムを識別します。

次の例では ' ファイル・システムは ext3 です

[root@ibmx3550-229-108 ~]#blkid | grep -i

3600a09804d532d79565d47617679658

/dev/mapper/3600a09804d532d79565d47617679658:

UUID="450b999a-4f51-4828-8139-29b20d2f8708" TYPE="ext3" SEC_TYPE="ext2"

4. LUN の UUID 番号を特定します。

dumppe2fs_device_path_name_|grep UUID

5. DMMP デバイスがマウントされているディレクトリを特定します。

「 * df -h * 」と入力します

次の例では、「 /mnt/DMMP _ext3 」は DMMP デバイスがマウントされているディレクトリです。

[root@IBMx3550M3-229-169 ~]# df -h

Filesystem Size Used Avail Use% Mounted on

/dev/mapper/dmmp_fs_lun

1008M 34M 924M 4% /mnt/dmnp_ext3

6. 「 /etc/fstab 」ファイルで、 DMMP デバイスのマウントポイントが定義されていることを確認します。
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cat /etc/fstab`

DMMP デバイス名とマウントディレクトリが出力に表示されます。

7. /etc/fstab ファイルのバックアップを作成します

cp /etc/fstab /etc/fstab_pre_transition_bup_

8. 「 /etc/fstab 」ファイルを編集して、 DMMP デバイス名をそれぞれのファイルシステム UUID 番号に置き
換えます。

前の RHEL ホスト上のファイルシステムを搭載した DMMP デバイスのテスト コピーベ
ースの移行のカットオーバーフェーズ

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ） 2.2 以降および Data ONTAP 8.3.2 以降を使用して
Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）ホストのコピーベースの移行を実行する場合は、
カットオーバーフェーズの前に移行した clustered Data ONTAP LUN をテストして、
DMMP デバイスがマウント可能であることを確認できます。ソースホストでは、テスト
中もソースの 7-Mode LUN への I/O を引き続き実行できます。

新しい clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングして、 LUN を移行できる状態にしておく
必要があります。

テスト用ホストとソースホスト間のハードウェアパリティを維持する必要があります。

テスト用ホストで次の手順を実行します。

1. ベースラインデータコピーが完了したら、 7MTT ユーザインターフェイス（ UI ）で「 * Test Mode 」を
選択します。

2. 7MTT UI で、 * 構成の適用 * をクリックします。

3. clustered Data ONTAP LUN の新しい SCSI デバイス名を取得します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

次の例では '/dev/sdl' は 'lun_DMMP raw LUN の SCSI デバイス名 '/dev/sdk は 'lun_DMMP raw エイリアス
LUN の SCSI デバイス名です

[root@ibmx3550-229-108 /]# sanlun lun show

controller(7mode/E-Series)/

vserver (cDOT/FlashRay) lun-pathname               filename

-----------------------------------------------------------

vs_brb  /vol/dmmp_raw_vol/lun_dmmp_raw              /dev/sdl

vs_brb  /vol/dmmp_raw_alias_vol/lun_dmmp_raw_alias  /dev/sdk

4. clustered Data ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」
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5. clustered Data ONTAP LUN のデバイスハンドル ID を取得します。

*multipath -ll *

デバイスハンドル ID の例を次に示します。「 3600a09804d532d79565d47617679764d` 」

6. DMMP デバイスに設定されているファイルシステムを特定します。

bkid|grep -i デバイス・ハンドル ID

7. ソース・ホストの /etc/fstab ファイルに ' 論理ボリュームのマウント・ポイント・エントリーが存在するか
どうかを確認します

8. ソース・ホスト上の論理ボリュームのマウント・ポイント・エントリが存在する場合は ' テスト・ホスト
上の /etc/fstab ファイルを手動で編集して ' マウント・ポイント・エントリを追加します

9. LUN をマウントします。

*mount-a *`

10. DMMP デバイスがマウントされたことを確認します。

'mount'

11. 必要に応じてテストを実行します。

12. テストが完了したら、テスト用ホストをシャットダウンします。

*shutdown-h-t0 now *`

13. 7MTT UI で、 * テストの終了 * をクリックします。

clustered Data ONTAP LUN をソースホストに再マッピングする場合は、ソースホストをカットオーバーフェ
ーズ用に準備する必要があります。clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングしたままにす
る場合、テスト用ホストでこれ以上の手順を実行する必要はありません。

• 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

マウントを含む LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備 Linux ホストで DMMP デバイス名を使用する
ポイントです

マウントを含む LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備 Linux ホストで DMMP デ
バイス名を使用するポイントです

Linux ホスト上のエイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN を移行する場合
は、カットオーバーフェーズを開始する前にいくつかの手順を実行する必要がありま
す。

FC 構成の場合は、 clustered Data ONTAP コントローラへのファブリック接続とゾーニングが必要です。

iSCSI 構成の場合は、 iSCSI セッションを検出し、 clustered Data ONTAP コントローラにログインする必要
があります。
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• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前に以下の手順を実行します。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode システムのエクスポートおよび停止処理を開始する前に
以下の手順を実行します。

手順

1. マウントポイントへの I/O を停止します。

2. アプリケーションベンダーの推奨事項に従って、 LUN にアクセスしているアプリケーションをシャット
ダウンします。

3. DMMP デバイスをアンマウントします。

'umount_dir_name_

4. 7-Mode LUN の DMMP デバイス ID をフラッシュします。

'multipath-f_device_name _

必要に応じて、 _ Inventory Assessment Workbook _ の * SAN Host LUNs * タブにある * OS Device ID *

列から DMMP デバイス名を取得できます。

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

移行後の Linux ホストへの DMMP デバイスの再マウント

ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行したあとで、 RHEL 5 および RHEL

6 用の DMMP デバイスを再マウントする必要があります。DMMP デバイスがマウント
されるまで、 7-Mode LUN からホストにアクセスすることはできません。

コピーフリーの移行（ CFT ）を実行している場合は、 vol rehost の手順を実行する必要があります。を参照
してください "『 7-Mode Transition Tool Copy-Free Transition Guide 』" を参照してください。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を完
了したあとに以下の手順を実行します。

• CFT の場合は、 7MTT でデータと設定のインポート処理が完了したあとに以下の手順を実行します。

手順

1. 7-Mode から ONTAP への LUN マッピングファイルを生成します。

◦ コピーベースの移行の場合は、 7MTT がインストールされている Linux ホストから次のコマンドを実

行します。 +* transition cbt export lunmap -p project-name _-o file_path*

例：

*transition cbt export lunmap -p SanWorkLoad-o c:\Libraires/Documents/7-C-lun-mapping.csv *

◦ コピーフリーの移行の場合は、 7MTT がインストールされているシステムから次のコマンドを実行し

ます。 +* transition cft export lunmap -p project-name -s svm_name -o
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_output-file*

例：

*transition cft export lunmap -p SanWorkLoad -s svml-0 c:/mLibraries /Documents/7-C-LUN-mapping -

svml.csv *

このコマンドはそれぞれの Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して実行する必要があ
ります。

2. LUN マッピングファイルで、新しい ONTAP LUN デバイスハンドル ID をメモします。

3. 7-Mode LUN 用に作成された SCSI デバイスを削除します。

◦ すべての SCSI デバイスを削除するには、 +*rescan-scsi-bus.sh -r * を実行します

◦ 各 SCSI デバイスを個別に削除するには、 +*echo 1>/sys/block/SCSI_ID/delete * を実行し
ます

このコマンドは、 7-Mode LUN のすべての SCSI デバイスに対して実行する必要があります。LUN の
SCSI デバイス ID を特定するには、 _Inventory Assessment Workbook の SAN Host LUNs タブにある
SCSI Device ID の列を参照してください。

4. 新しい ONTAP LUN を検出します。

*rescan -scsi-bus.sh *

5. ONTAP LUN が検出されたことを確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

ONTAP LUN の SCSI デバイスは、 fileName 列に表示されます。

6. ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」

7. DMMP デバイスが存在することを確認します。

'multipath -ll _lun_scsi_device_name _

次の例では、 3600a098051764937303f4479515a7451 は DMMP デバイスハンドル ID です。

[root@IBMx3550M3-229-169 ~]#multipath -ll /dev/sdq

3600a098051764937303f4479515a7451 dm-6 NETAPP,LUN C-Mode

8. LUN をマウントします。

*mount_device_name mountpoint_

マウントポイントが /etc/fstab ファイルに定義されている場合は、「 m ount-a 」コマンドを実行して、す
べてのマウントポイントをマウントできます。
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9. マウントポイントを確認します。

'mount'

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN
の移行

エイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN を移行する場合は、カットオーバ
ーフェーズに備えて特定の手順を実行し、移行後に LUN を再マウントする必要がありま
す。

• 関連情報 *

マウントを含む LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備 Linux ホストで DMMP デバイス名を使用する
ポイントです

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN をに再マウントしています 移行後の Linux ホ
スト

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む RHEL LUN を準備しています
CLI を使用した移行の場合

DMMP デバイス名を使用するマウントポイントを移行する前に、 DMMP デバイス名を
それぞれのファイルシステム UUID 番号に置き換える必要があります。

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

手順

1. 移行する LUN の SCSI デバイス ID を特定して記録します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

SCSI デバイス ID は、出力の filename 列に表示されます。

2. 移行する LUN の DMMP デバイス名を特定して記録します。

'multipath -ll SCSI_DEVICE_ID' と入力します

次の例では、 DMMP デバイス名「 360a9800037534562572b453855496b41 」が DMMP デバイス名で
す。

15



[root@IBMx3550M3-229-169 ~]# multipath -ll /dev/sdc

dmmp_fs_lun (360a9800037534562572b453855496b41) dm-3 NETAPP, LUN

[size=1.0G] [features=3 queue_if_no_path pg_init_retries 50]

[hwhandler=0][rw]

\_ round-robin 0 [prio=2][active]

    \_ 9:0:0:1 sdc 8:32  [active][ready]

    \_ 9:0:0:1 sdg 8:96  [active][ready]

3. DMMP デバイスに設定されているファイルシステムを特定します。

bkid|grep -i _ DMMP _ デバイス _ 名前 _

出力の type 値はファイルシステムを識別します。

次の例では ' ファイル・システムは ext3 です

[root@ibmx3550-229-108 ~]#blkid | grep -i

3600a09804d532d79565d47617679658

/dev/mapper/3600a09804d532d79565d47617679658:

UUID="450b999a-4f51-4828-8139-29b20d2f8708" TYPE="ext3" SEC_TYPE="ext2"

4. LUN の UUID 番号を特定します。

dumppe2fs_device_path_name_|grep UUID

5. DMMP デバイスがマウントされているディレクトリを特定します。

「 * df -h * 」と入力します

次の例では、「 /mnt/DMMP _ext3 」は DMMP デバイスがマウントされているディレクトリです。

[root@IBMx3550M3-229-169 ~]# df -h

Filesystem Size Used Avail Use% Mounted on

/dev/mapper/dmmp_fs_lun

1008M 34M 924M 4% /mnt/dmnp_ext3

6. 「 /etc/fstab 」ファイルで、 DMMP デバイスのマウントポイントが定義されていることを確認します。

cat /etc/fstab`

DMMP デバイス名とマウントディレクトリが出力に表示されます。

7. /etc/fstab ファイルのバックアップを作成します

cp /etc/fstab /etc/fstab_pre_transition_bup_
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8. 「 /etc/fstab 」ファイルを編集して、 DMMP デバイス名をそれぞれのファイルシステム UUID 番号に置き
換えます。

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN のテスト コピーベースの
移行のカットオーバーフェーズ前の RHEL ホスト

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ） 2.2 以降および Data ONTAP 8.3.2 以降を使用して
Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）ホストのコピーベースの移行を実行する場合は、
カットオーバーフェーズの前にエイリアス名を使用するマウントポイントを含む移行済
みの clustered Data ONTAP LUN をテストすることができます。ソースホストでは、テ
スト中もソースの 7-Mode LUN への I/O を引き続き実行できます。

新しい clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングして、 LUN を移行できる状態にしておく
必要があります。

テスト用ホストとソースホスト間のハードウェアパリティを維持し、テスト用ホストで以下の手順を実行する
必要があります。

clustered Data ONTAP LUN は、テスト時には読み取り / 書き込みモードになります。テストが完了してカッ
トオーバーフェーズの準備を行う段階で、読み取り専用モードに切り替わります。

手順

1. ベースラインデータコピーが完了したら、 7MTT ユーザインターフェイス（ UI ）で「 * Test Mode 」を
選択します。

2. 7MTT UI で、 * 構成の適用 * をクリックします。

3. clustered Data ONTAP LUN の新しい SCSI デバイス名を取得します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

次の例では '/dev/sdl' は 'lun_DMMP raw LUN の SCSI デバイス名であり '/dev/sdk' はの SCSI デバイス名
です

「 lun_DMMP _ raw _ alias 」 LUN ：

[root@ibmx3550-229-108 /]# sanlun lun show

controller(7mode/E-Series)/

vserver (cDOT/FlashRay)     lun-pathname               filename

-----------------------------------------------------------------

vs_brb     /vol/dmmp_raw_vol/lun_dmmp_raw              /dev/sdl

vs_brb     /vol/dmmp_raw_alias_vol/lun_dmmp_raw_alias  /dev/sdk

4. clustered Data ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」

5. clustered Data ONTAP LUN のデバイスハンドル ID を取得します。

*multipath -ll *
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デバイスハンドル ID の例を次に示します。「 3600a09804d532d79565d47617679764d` 」

6. ソース・ホスト上の /etc/multipath.conf ファイルにエイリアスが定義されているかどうかを確認します

7. エイリアス設定をテスト用ホストの「 /etc/multipath.conf 」ファイルに手動でコピーしますが、 7-Mode

デバイスハンドル ID は、対応する clustered Data ONTAP デバイスハンドル ID に置き換えてください。

8. 「マルチパス」コマンドを使用して、 clustered Data ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

9. DMMP エイリアスデバイスに作成されたファイルシステムを特定します。

blkid_DMMP DEVICE_NAME

10. DMMP デバイスをマウントします。

'mount'

11. 必要に応じてテストを実行します。

12. テストが完了したら、テスト用ホストをシャットダウンします。

*shutdown-h-t0 now *`

13. 7MTT UI で、 * テストの終了 * をクリックします。

clustered Data ONTAP LUN をソースホストに再マッピングする場合は、ソースホストをカットオーバーフェ
ーズ用に準備する必要があります。clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングしたままにす
る場合、テスト用ホストでこれ以上の手順を実行する必要はありません。

• 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

マウントを含む LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備 Linux ホストで DMMP デバイス名を使用する
ポイントです

マウントを含む LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備 Linux ホストで DMMP デ
バイス名を使用するポイントです

Linux ホスト上のエイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN を移行する場合
は、カットオーバーフェーズを開始する前にいくつかの手順を実行する必要がありま
す。

FC 構成の場合は、 clustered Data ONTAP コントローラへのファブリック接続とゾーニングが必要です。

iSCSI 構成の場合は、 iSCSI セッションを検出し、 clustered Data ONTAP コントローラにログインする必要
があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前に以下の手順を実行します。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode システムのエクスポートおよび停止処理を開始する前に
以下の手順を実行します。

手順
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1. マウントポイントへの I/O を停止します。

2. アプリケーションベンダーの推奨事項に従って、 LUN にアクセスしているアプリケーションをシャット
ダウンします。

3. DMMP デバイスをアンマウントします。

'umount_dir_name_

4. 7-Mode LUN の DMMP デバイス ID をフラッシュします。

'multipath-f_device_name _

必要に応じて、 _ Inventory Assessment Workbook _ の * SAN Host LUNs * タブにある * OS Device ID *

列から DMMP デバイス名を取得できます。

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

DMMP エイリアス名を使用するマウントポイントを含む LUN をに再マウントしていま
す 移行後の Linux ホスト

ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行したら、マウントポイントを含む
LUN を再マウントする必要があります。7-Mode ボリュームはオフラインになってお
り、 7-Mode LUN からホストにアクセスできません。

コピー・フリーの移行（ CFT ）を実行している場合は 'vol rehost の手順を完了する必要があります

を参照してください "『 7-Mode Transition Tool Copy-Free Transition Guide 』" を参照してください。

• コピーベースの移行（ CBT ）の場合は、 7MTT でストレージカットオーバー処理を完了したあとに以下
の手順を実行します。

• CFT の場合は、 7MTT でデータと設定のインポート処理のあとに以下の手順を実行します。

a. 7-Mode から ONTAP への LUN マッピングファイルを生成します。

▪ コピーベースの移行の場合は、 7MTT がインストールされている Linux ホストから次のコマンド

を実行します。 +* transition cbt export lunmap -p project-name _-o

file_path*

例：

*transition cbt export lunmap -p SanWorkLoad-o c:\Libraires/Documents/7-C-lun-mapping.csv *

▪ コピーフリーの移行の場合は、 7MTT がインストールされているシステムから次のコマンドを実

行します。 +* transition cft export lunmap -p project-name

_s_s_s_s_SVM_name_o_output-file

例：

*transition cft export lunmap -p SanWorkLoad -s svml-0 c:/mLibraries /Documents/7-C-LUN-
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mapping - svml.csv *

このコマンドはそれぞれの Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して実行する必要が
あります。

b. LUN マッピングファイル内の ONTAP デバイスハンドル ID をメモします。

c. 7-Mode LUN 用に作成された SCSI デバイスを削除します。

▪ すべての SCSI デバイスを削除するには、 +*rescan-scsi-bus.sh -r * を実行します

▪ 各 SCSI デバイスを個別に削除するには、 +*echo 1>/sys/block/SCSI_ID/delete_ を実行
します

このコマンドは、 7-Mode LUN のすべての SCSI デバイスに対して実行する必要がありま
す。LUN の SCSI デバイス ID を特定するには、 _Inventory Assessment Workbook の SAN Host

LUNs タブにある SCSI Device ID の列を参照してください。

d. 新しい ONTAP LUN を検出します。

*rescan -scsi-bus.sh *

e. ONTAP LUN が検出されたことを確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

ONTAP LUN の SCSI デバイスは、「デバイス名」列に表示されます。

SCSI デバイス名の例は '/dev/sdp' です

f. 「 /etc/multipath.conf 」ファイルで、「 alias 名」が clustered Data ONTAP LUN ID を指すように、 7-

Mode デバイスハンドル ID を clustered Data ONTAP LUN のデバイスハンドル ID に置き換えます。

multipaths セクションを以下のように更新します。次の例は、 7-Mode LUN ID を置き換える前の「
/etc/multipath.conf ファイル」を示しています。この例では、 LUN ID 「
360a9800037534562572b453855496b43 」は「 mmp_fs_lun 」のエイリアス名を指しています。

multipaths {

        multipath {

             wwid   360a9800037534562572b453855496b43

             alias      dmmp_fs_lun

    }

}

7-Mode LUN ID を ONTAP LUN ID 「 360a9800037534562572b453855496b43` に置き換えたあと、
次のようになります。
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multipaths {

        multipath {

             wwid   3600a098051764937303f4479515a7452

             alias      dmmp_fs_lun

    }

}

g. ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」

h. DMMP エイリアスが ONTAP LUN デバイスハンドル ID を指していることを確認します。

'multipath -ll DEVICE_HANDLE _ID' と入力します

i. ONTAP LUN をマウントポイントディレクトリにマウントします。

*mount /dev/mapper/ alias_namemount_dir_namename__ *

マウントポイントが /etc/fstab ファイルに定義されている場合は、 mount -a コマンドを使用して LUN を
マウントします。

a. DMMP デバイスがマウントされたことを確認します。

「 mount 」

LVM デバイス上の Linux ホストファイルシステムの移行

論理ボリュームマネージャ（ LVM ）上の Linux ホストファイルシステムを移行する場合
は、カットオーバーフェーズに備えて特定の手順を実行し、移行後に論理ボリュームを
マウントする必要があります。

• 関連情報 *

Linux ホストファイルシステム移行時のカットオーバーフェーズの準備 LVM デバイス

移行後の Linux ホストへの論理ボリュームのマウント

の前に、 LVM デバイス上のファイルシステムを搭載した LUN のテストを行います コピ
ーベースの移行のカットオーバーフェーズ

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ） 2.2 以降および Data ONTAP 8.3.2 以降を使用して
Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）ホストのコピーベースの移行を実行する場合は、
カットオーバーフェーズの前に LVM デバイス上のファイルシステムを搭載した移行済み
の clustered Data ONTAP LUN をテストすることができます。ソースホストでは、テス
ト中もソースの 7-Mode LUN への I/O を引き続き実行できます。
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• 新しい clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングする必要があります。

• LUN を移行できる状態にしておく必要があります。

テスト用ホストとソースホスト間のハードウェアパリティを維持し、テスト用ホストで以下の手順を実行する
必要があります。

clustered Data ONTAP LUN は、テスト時には読み取り / 書き込みモードになります。テストが完了してカッ
トオーバーフェーズの準備を行う段階で、読み取り専用モードに切り替わります。

テストモードでは、ボリュームグループを非アクティブ化またはエクスポートすることはありません。そのた
め、テスト用ホストに論理ボリュームをマウントすると、ファイルシステムエラーが表示される場合がありま
す。

手順

1. ベースラインデータコピーが完了したら、 7MTT ユーザインターフェイス（ UI ）で「 * Test Mode 」を
選択します。

2. 7MTT UI で、 * 構成の適用 * をクリックします。

3. テスト用ホストで、新しい clustered Data ONTAP LUN を検出します。

*rescan -scsi-bus.sh *

4. 新しい clustered Data ONTAP LUN が検出されたことを確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

5. clustered Data ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」

6. clustered Data ONTAP LUN のデバイスハンドル ID を取得します。

*multipath -ll *

デバイスハンドル ID の例を次に示します。「 3600a09804d532d79565d47617679764d` 」

7. LVM で使用されている DMMP デバイスを特定します。

'*pvscan *'

3600a09804d532d79565d476176797655 は、 LVM でされている DMMP デバイスの一例です。

8. ボリュームグループを特定します。

'vgscan'

9. 論理ボリュームを特定します。

'*lvscan *

10. 論理ボリュームを有効にします： *vgchange-ay_volume_group_

11. 論理ボリュームのステータスを確認します *lvdisplay
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出力の [LV Status]( ステータス ) 列に [Available]( 使用可能 ) と表示されます

12. ソース・ホストの /etc/fstab ファイルに ' 論理ボリュームのマウント・ポイント・エントリーが存在するか
どうかを確認します

次の例では ' 論理ボリューム '/dev/mapper/vg_7MTT -lv1' が /etc/fstab ファイルに表示されています

# /etc/fstab

...

tmpfs   /dev/shm  tmpfs   defaults        0 0

devpts  /dev/pts  devpts  gid=5, mode=620 0 0

sysfs   /sys      sysfs   defaults        0 0

proc    /proc     proc    defaults        0 0

/dev/mapper/vg_7MTT-lv1 /7MTT  ext4  defaults 0 0

13. ソース・ホスト上の /etc/fstab ファイルに論理ボリュームのマウント・ポイント・エントリーが存在する
場合は ' テスト・ホスト上の /etc/fstab ファイルを手動で編集して ' マウント・ポイント・エントリーを追
加します

14. マウントポイントをマウントします。

*mount-a *`

15. マウントポイントがマウントされたことを確認します。

'mount'

16. 必要に応じてテストを実行します。

17. テストが完了したら、ホストをシャットダウンします。

*shutdown-h-t0 now *`

18. 7MTT UI で、 * テストの終了 * をクリックします。

clustered Data ONTAP LUN をソースホストに再マッピングする場合は、ソースホストをカットオーバーフェ
ーズ用に準備する必要があります。clustered Data ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングしたままにす
る場合、テスト用ホストでこれ以上の手順を実行する必要はありません。

• 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

Linux ホストファイルシステム移行時のカットオーバーフェーズの準備 LVM デバイス

Linux ホストファイルシステム移行時のカットオーバーフェーズの準備 LVM デバイス

論理ボリュームマネージャ（ LVM ）デバイス上の Linux ホストファイルシステムを移行
する場合は、カットオーバーフェーズの前にいくつかの手順を実行する必要がありま
す。
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• FC 構成の場合は、 clustered Data ONTAP コントローラへのファブリック接続とゾーニングが必要です。

• iSCSI 構成の場合は、 iSCSI セッションを検出し、 clustered Data ONTAP コントローラにログインする
必要があります。

• 次の移行前の情報を _ Inventory Assessment Workbook から収集しておく必要があります。

◦ LVM で使用されている DMMP デバイス名

◦ ボリュームグループの名前

◦ 論理ボリューム名

◦ 論理ボリュームデバイスに設定されているファイルシステム

◦ 論理ボリュームがマウントされているディレクトリ

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前に以下の手順を実行します。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode のエクスポートおよび停止処理を開始する前に以下の手
順を実行します。

手順

1. LV マウントポイントへの I/O を停止します。

2. アプリケーションベンダーの推奨事項に従って、 LUN にアクセスしているアプリケーションをシャット
ダウンします。

3. LV マウントポイントをアンマウントします。

'umount_dir_name_

4. 論理ボリュームを無効にします。

'vgchange-an vg_name'

5. 論理ボリュームのステータスを確認します。

lvdisplay_dir_name_

ステータスが「利用不可」と表示されるはずです。

6. ボリュームグループをエクスポートします。

'vgexport_vg_name_

7. VG のステータスを確認します。

vgdisplay_vg_name_`

VG のステータスには「 exported 」と表示されます。

8. 7-Mode の DMMP デバイス ID をフラッシュします。

'multipath-f_device_name _

◦ 関連情報 *
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Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

移行後の Linux ホストへの論理ボリュームのマウント

ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行後、論理ボリュームはオフラインに
なります。LUN からホストにアクセスできるように、論理ボリュームをマウントする必
要があります。

コピーフリーの移行（ CFT ）を実行している場合は、 vol rehost の手順を実行する必要があります。を参照
してください "『 7-Mode Transition Tool Copy-Free Transition Guide 』" を参照してください。

• コピーベースの移行（ CBT ）の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバ
ー処理を完了したあとに以下の手順を実行します。

• CFT の場合は、 7MTT でデータと設定のインポート処理のあとに以下の手順を実行します。

a. 7-Mode から clustered Data ONTAP への LUN マッピングファイルを生成します。

▪ コピーベースの移行の場合は、 7MTT がインストールされている Linux ホストから次のコマンド

を実行します。 +* transition cbt export lunmap -p project-name _-o

file_path*

例：

*transition cbt export lunmap -p SanWorkLoad-o c:\Libraires/Documents/7-C-lun-mapping.csv *

▪ コピーフリーの移行の場合は、 7MTT がインストールされているシステムから次のコマンドを実
行します。

transition cft export lunmap -p p_roject-name_s_s_SVM_name_o_output-file_`

例：

*transition cft export lunmap -p SanWorkLoad -s svml-0 c:/mLibraries /Documents/7-C-LUN-

mapping - svml.csv *

このコマンドはそれぞれの Storage Virtual Machine （ SVM ）に対して実行する必要が
あります。

b. 7-Mode LUN 用に作成された SCSI デバイスを削除します。

▪ すべての SCSI デバイスを削除するには、 +*rescan-scsi-bus.sh -r * を実行します

▪ 各 SCSI デバイスを個別に削除するには、 +*echo 1>/sys/block/SCSI_ID/delete * を実
行します

このコマンドは、 7-Mode LUN のすべての SCSI デバイスに対して実行する必要がありま
す。LUN の SCSI デバイス ID を特定するには、 _Inventory Assessment Workbook の SAN Host

LUNs タブにある SCSI Device ID の列を参照してください。

c. 新しい ONTAP LUN を検出します。

*rescan -scsi-bus.sh *
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d. ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

「 * マルチパス * 」

e. ONTAP LUN が検出されたことを確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

f. 新しい ONTAP LUN デバイスハンドル ID を確認します。

'multipath -ll Device_handle_name

g. ボリュームグループをインポートします。

'vgimport_vg_name_

h. ボリュームグループのステータスを確認します。

'vgdisplay'

i. 論理ボリュームを有効にします。

vgchange-ay_vg_name_`

j. 論理ボリュームのステータスを確認します。

'lvdisplay

ステータスが「 available 」と表示される必要があります。

k. ONTAP LUN からその各マウントポイントディレクトリに論理ボリュームをマウントします。

m ount_lv_namemount_point_

マウント・ポイントが /etc/fstab ファイルに定義されている場合は '`m ount-a` コマンドを使用して論理ボ
リュームをマウントできます

a. マウントポイントを確認します。

'mount'

SAN ブート LUN を移行します

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）を使用して Data ONTAP 7-Mode から clustered Data

ONTAP に移行する前に、 SAN ブート LUN をリブートする必要があります。カットオ
ーバーフェーズに備えて特定の手順を実行し、移行後に LUN を検出する必要がありま
す。

• 関連情報 *

FC または FCoE SAN ブート LUN の移行準備をしています RHEL ホスト
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iSCSI SAN ブート LUN の移行準備をしています

移行後に SAN ブート LUN を検出します

移行対象としてサポートされる SAN ブート LUN のタイプ

Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP への移行対象としてサポートされるの
は、特定のタイプの SAN ブート LUN のみです。

移行対象としてサポートされる SAN ブート LUN は次のとおりです。

• FC または FCoE SAN ブート LUN

• Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）用の iSCSI SAN ブート LUN 6.

RHEL 5.x の iSCSI SAN ブート LUN の移行はサポートされていません。

FC または FCoE SAN ブート LUN の移行準備をしています RHEL ホスト

FC または FCoE SAN ブート LUN を移行する前に、 Red Hat Enterprise Linux （ RHEL

）ホストで特定の手順を実行する必要があります。

次の情報を Inventory Assessment Workbook から収集しておく必要があります。

• RHEL 5 または RHEL 6 が格納されている 7-Mode LUN の名前 がインストールされている

• 移行する LUN の SCSI デバイス名

• 移行する LUN の DMMP デバイス名

• マウントディレクトリ

• DMMP デバイスに設定されているファイルシステム

• /boot パーティションの UUID 番号

• initrid イメージの名前

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

1. DMMP デバイスが /dev/mapper ディレクトリにあることを確認します。

ls /dev/mapper/DMMP _DEVICE_NAME

DMMP デバイスが見つからない場合は、エイリアスまたはフレンドリ名が使用されている可能性がありま
す。

2. RHEL 5 または RHEL 6 オペレーティングシステムの /boot ディレクトリと root （ / ）ディレクトリがイ
ンストールされている DMMP デバイスと論理ボリュームマネージャ（ LVM ）名を特定します。

「 * df -h * 」と入力します

デフォルトでは、 RHEL 5 と RHEL 6 は論理ボリューム上のルート（ / ）パーティションにインストール
されます。ルートパーティションが論理ボリュームにインストールされている場合は、移行前の設定変更
は必要ありません。
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3. /boot パーティションが DMMP デバイスにインストールされている場合は、ブート時に /etc/fstab でマウ
ント用に /boot パーティションがどのように参照されているかを確認します。

4. /boot パーティションが DMMP デバイス名によって /etc/fstab 内で参照されている場合は、 DMMP デバイ
ス名をファイルシステム UUID 名に置き換えます。

5. /etc/fstab ファイルのバックアップを作成します

cp /etc/fstab /etc/fstab/etc/fstab_pre_transition_file_name _

6. 「 /etc/fstab 」ファイルを編集して、 DMMP デバイス名をそれぞれのファイルシステム UUID 番号に置き
換えます。

7. initrd イメージ・ファイルのバックアップを作成します

'*cp /boot/initrd_image_file_name initrd_image_file_name _ _ _ _ _ _ .bak *'

8. RHEL 5 のみ：

a. /etc/mutipath.conf ファイルで ' スワップ・パーティション・デバイスを指定します

次の例では '/dev/VolGroup00/LogVol01' は SWAP パーティションデバイスです

/dev/VolGroup00/LogVol01 スワップのデフォルト値は 0` です

b. SWAP パーティションをマウントするためのラベルを作成します :+swapoff_swap-

partition_device_

'mkswap-L_label-for -swap-partition-device_

'swapon_swap -partition_device_

c. /etc/fstab ファイル内のスワップ・パーティション・デバイス名をスワップ・ラベルに置き換えます

/etc/fstab ファイル内の更新された行は次のようになります

LABEL=SwapPartition  swap  swap   defaults    0 0

9. initrd イメージを再作成します。

◦ RHEL5 の場合： +*mkinitrd-f/boot/initrd-""uname -r ".img’uname -r — マルチパス *

◦ RHEL 6 の場合 :+dracut --force --add multipath --verbose

10. ホストを再起動して ' 新しい initrd` イメージからブートします

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

iSCSI SAN ブート LUN の移行準備をしています

iSCSI SAN ブート LUN を移行する前に、ホストで特定の手順を実行する必要がありま
す。Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ） 5.x の移行はサポートされていません。RHEL
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6 の移行はサポートされています。

次の情報を Inventory Assessment Workbook から収集しておく必要があります。

• RHEL 6 がインストールされている LUN の名前

• 移行する LUN の DMMP デバイス名

• 論理ボリューム（ LV ）名

• ボリュームグループ（ VG ）名

• 物理ボリューム（ PV ）デバイス

• Logical Volume Manager （ LVM ；論理ボリュームマネージャ）名およびが格納されているマウントディ
レクトリ RHEL 6 / ブートパーティションとルート（ / ）パーティションがインストールされている

• DMMP に設定されているファイルシステム

• 7-Mode コントローラの iSCSI セッション

• GRUB 情報

• が配置されている Storage Virtual Machine （ SVM ）の IQN 番号 iSCSI SAN ブート LUN が作成されます

• clustered Data ONTAP SVM の LIF の IP アドレス iSCSI SAN ブート LUN が作成されます

この手順環境コピーベースの移行とコピーフリーの移行の 2 つです。

手順

1. DMMP デバイスが /dev/mapper ディレクトリにあることを確認します。

「 *ls /dev/mapper/ DMMP _DEVICE_NAME * 」

DMMP デバイスが表示されない場合、デバイスにエイリアスまたはフレンドリ名が使用されている可能性
があります。

2. DMMP デバイスが LVM の一部であるかどうかを確認します。

bldk`

DMMP デバイスの「 type 」値が「 lvm2_member 」の場合、 DMMP は LVM の一部です。

3. /etc/fstab ファイルから '/' パーティションと '/boot パーティションのマウント・ポイントの詳細を取得し
ます

◦ 「 /boot 」パーティションが DMMP デバイスにインストールされている場合は、ブート時に「
/etc/fstab 」ファイルでマウント用にどのように参照されているかを確認します。

◦ 「 bldk' 」コマンドの出力で取得したファイルシステム UUID を使用して '/boot パーティションがマウ
ントされている場合は、移行前の変更は必要ありません。

4. /boot パーティションが /etc/fstab ファイルで DMMP デバイス名によって参照されている場合は、 DMMP

デバイス名をファイルシステム UUID 名に置き換えます。

5. iSCSI SAN ブート・ホストの場合は '/boot/grub/grub.conf ファイルを編集して ' clustered Data ONTAP コ
ントローラの IQN 番号と iSCSI セッション情報を含む新しいカーネル・コマンド・ライン・エントリを
作成します
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この例は ' 編集前の '/boot/grub/grub.conf ファイルを示していますkernel のコマンド行には、 7-Mode コ
ントローラの IQN 番号と iSCSI セッション情報が含まれています。

title Red Hat Enterprise Linux Server (2.6.32-431.el6.x86_64)

        root (hd0,0)

    kernel /vmlinuz-2.6.32-431.el6.x86_64 ro

root=/dev/mapper/vg_ibmx3550m3229-LogVol00 ifname=eth0:5c:f3:fc:ba:46:d8

rd_NO_LUKS netroot=iscsi:@10.226.228.241::3260::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.1574168453 LANG=en_US.UTF-8

rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol01 rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol00

rd_NO_MD netroot=iscsi:@10.226.228.155::3260::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.1574168453 iscsi_initiator= iqn.1994-

08.com.redhat:229.167 crashkernel=auto ip=eth0:dhcp

    initrd /initramfs-2.6.32-431.el6.x86_64.img

次の例は、接尾辞 cDOT で新しいタイトルを追加したあとの「 /boot/grub/grub.conf 」ファイルと、
clustered Data ONTAP コントローラの IQN 番号と iSCSI セッション情報を含む新しいカーネルコマンド
ラインを示しています。

title Red Hat Enterprise Linux Server (2.6.32-431.el6.x86_64) - cDOT

        root (hd0,0)

    kernel /vmlinuz-2.6.32-431.el6.x86_64 ro

root=/dev/mapper/vg_ibmx3550m3229-LogVol00 ifname=eth0:5c:f3:fc:ba:46:d8

rd_NO_LUKS netroot=iscsi:@10.226.228.99::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15 LANG=en_US.UTF-8

rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol01 rd_LVM_LV=vg_ibmx3550m3229/LogVol00

rd_NO_MD netroot=iscsi:@10.226.228.98::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15

netroot=iscsi:@10.226.228.97::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15

netroot=iscsi:@10.226.228.96::3260:: ::iqn.1992-

08.com.netapp:sn.81c4f5cc4aa611e5b1ad00a0985d4dbe:vs.15 iscsi_initiator=

iqn.1994-08.com.redhat:229.167 crashkernel=auto ip=eth0:dhcp

    initrd /initramfs-2.6.32-431.el6.x86_64.img

6. 既存の initramfs ファイルをバックアップします

# cd /boot

# cp initramfs-2.6.32-71.el6.x86_64.img initramfs-2.6.32-

71.el6.x86_64.img.img_bak

7. /boot/grub/grub.conf ファイル内の 7-Mode カーネル行を、バックアップ「 initrd`image name 」で更新し
ます。
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RHEL 6.4 以降の場合は、「 /boot/grub/grub.conf 」ファイルで、 clustered Data ONTAP カーネル行に「
rdloaddriver=scsi_dh_alua 」が追加されていることを確認します。

8. /boot/grub/grub.conf ファイルが更新されている場合は ' カーネルの初期 RAM ディスク (initramfs`) を更新
します

ホストがブート時に clustered Data ONTAP コントローラとの iSCSI 接続を確立するように 'initramfs ファ
イルを再作成して ' 新しい Data ONTAP IQN 番号と iSCSI セッションが参照されるようにする必要があり
ます

9. 「 d racut -force --add multipath --verbose` コマンドを使用して、「 initrd 」イメージを再作成します。

◦ 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

カットオーバー前の RHEL ホスト上の SAN ブート LUN のテスト コピーベースの移行
のフェーズ

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ） 2.2 以降および Data ONTAP 8.3.2 以降を使用して
Red Hat Enterprise Linux （ RHEL ）ホストのコピーベースの移行を実行する場合は、
カットオーバーフェーズの前に移行した ONTAP SAN ブート LUN をテストすることが
できます。ソースホストでは、テスト中もソースの 7-Mode LUN への I/O を引き続き実
行できます。

新しい ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングして、 LUN を移行できる状態にしておく必要がありま
す。

テスト用ホストとソースホスト間のハードウェアパリティを維持する必要があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool でストレージカットオーバー処理を完了したあと
に以下の手順を実行する必要があります。

• コピーフリーの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool でデータと設定のインポート処理が完了したあと
に以下の手順を実行する必要があります。

手順

1. FC 構成と FCoE 構成の場合のみ：

a. HBA BIOS 設定モードに切り替えます。

b. [Rescan] を選択して、ホスト上の ONTAP SAN ブート LUN を検出します。

c. 7-Mode ブート LUN ID を削除します。

d. HBA BIOS に ONTAP ブート LUN ID を追加します。

e. HBA BIOS 設定モードを終了し、ホストをリブートします。

2. ホストのリブート後、テスト用ホストで IP アドレスとホスト名を変更します。

3. 新しい ONTAP LUN が検出されたことを確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます
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4. ONTAP LUN 用に DMMP デバイスを設定します。

*multipath -ll *

5. 必要に応じてテストを実行します。

6. テスト用ホストをシャットダウンします。

*shutdown-h-t0 now *`

7. 7-Mode Transition Tool のユーザインターフェイス（ UI ）で、 * テストの完了 * をクリックします。

ONTAP LUN をソースホストに再マッピングする場合は、ソースホストをカットオーバーフェーズ用に準備す
る必要があります。ONTAP LUN をテスト用ホストにマッピングしたままにする場合、テスト用ホストでこれ
以上の手順を実行する必要はありません。

• 関連情報 *

Inventory Assessment Workbook からの移行前の情報収集

SAN ブート LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備

SAN ブート LUN 移行時のカットオーバーフェーズの準備

SAN ブート LUN を Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行する場合
は、カットオーバーフェーズを開始する前にいくつかの前提条件を確認しておく必要が
あります。

FC 構成の場合は、 clustered Data ONTAP コントローラへのファブリック接続とゾーニングが必要で
す。iSCSI 構成の場合は、 iSCSI セッションを検出し、 clustered Data ONTAP コントローラにログインする
必要があります。また、ホストをシャットダウンする必要があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前にホストをシャットダウンする必要があります。HP-UX ホストでは、コピーフリーの移行はサ
ポートされていません。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode のエクスポートおよび停止処理を開始する前にホストを
シャットダウンする必要があります。

移行後に SAN ブート LUN を検出します

SAN ブート LUN を Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行したら、ホ
スト上で SAN ブート LUN を検出する必要があります。これは、コピーベースの移行（
CBT ）とコピーフリーの移行（ CFT ）に必要な手順です。これは、環境 FC 、 FCoE

、および iSCSI の構成です。

CFT を実行している場合は 'vol rehost の手順を完了する必要がありますを参照してください "『 7-Mode

Transition Tool Copy-Free Transition Guide 』" を参照してください。

1. ホストをブートします。

2. FC 構成と FCoE 構成の場合のみ：
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a. HBA BIOS 設定モードに切り替えます。

b. Rescan （再スキャン） * を選択して、ホスト上の clustered Data ONTAP SAN ブート LUN を検出し
ます。

c. 7-Mode ブート LUN ID を削除します。

d. HBA BIOS で clustered Data ONTAP ブート LUN ID を追加します。

e. HBA BIOS 設定モードを終了し、ホストをリブートします。

3. リブートが完了したら、 clustered Data ONTAP LUN を確認します。

「 * sanlun lun show * 」と表示されます

4. DMMP デバイスを確認します。

*multipath -ll *
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